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⚫ 公開情報を基に作成しています。詳細については各国の行政ウェブサイトまたは開発者のサイト等をご覧くだ

さい。 

⚫ 一部の国では New Breeding Techniques（新しい育種技術；NBTs）の中に、ゲノム編集技術も含

め情報を公開しています。そのため、ゲノム編集ではない新しい育種技術により作出された情報も含まれてい

ます。利用された技術や形質等が不明な場合は、-（ハイフン）を記載しています。 

⚫ 地域毎（欧州、北米、中南米、アジア、オセアニア、アフリカ）にアルファベット順に記載します。 

⚫ 商品化が確認されたものは、背景色を黄色でハイライトしています。 
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【欧州】 →目次に戻る 

ベルギー 

 2021 年４月以降、CRISPR により変異を導入したゲノム編集植物３件の野外試験が認可された。

［1］ 

 

チェコ共和国 

 ゲノム編集生物は、研究室・温室・工業施設等の限られた場所でのみ研究目的として使用されて

いる。[1] 

 

ハンガリー 

 2022 年初頭、全ての遺伝子技術活動(gene technology activities)を対象とした新しい申請システ

ムが導入された。申請書にはゲノム技術の具体的な情報が要求される。しかし、現時点で申請は

なく、野外試験も行われていない。[１] 

 

イギリス 

生物名 形質 利用された技術 概要 

コムギ 穀物中のアスパラギ

ンの低下 

CRISPR/Cas9 ハートフォードシャー州を拠点とし、屋

外栽培試験中。CRISPR コムギの屋外試

験はヨーロッパで初めて。[1, 2, 3] 

 

EU 

生物名 形質 利用された技術 概要 

2′-

Fucosyllactose（オ

リゴ糖の１種） 

- CRISPR/Cas9 新規食品として EFSA*においてリスク評

価中。[1] 

*EFSA：European Food Safety Authority 
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トウモロコシ - CRISPR/Cas9 と

遺伝子組換え技

術の組合せ 

リスク評価中。[1] 

 

 

 

【北米】 →目次に戻る 

カナダ 

生物名 形質 利用された技術 概要 

トウモロコシ ワキシー CRISPR/Cas9 Corteva 社が開発。2020 年 2 月、カナダ保

健省より、「非新規（non-novel）」であるた

め、安全性評価は不要と判断を受けた。[4] 

 

 

アメリカ 

生物名 形質 利用された技術 概要 

<2016 年> 

トウモロコシ ワキシー CRISPR/Cas9 Corteva 社が開発。2016 年、米国農務省より規

制に該当しないと回答を受けた。食品医薬品局

との食品の市販前相談はまだ行われていない。

[4,16] 

キノコ 褐変防止 CRISPR/Cas9 ペンシルベニア州立大学より申請。2016 年 4

月に米国農務省より規制に該当しないと回答

を受けた。[16] 

ジャガイモ ポリフェノール

オキシダーゼ遺

伝子のノックア

ウト 

TALEN Calyxt 社より申請。2016 年 9 月に米国農務省

より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 
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ジャガイモ ジャガイモの黒

変を抑える 

TALEN Simplot Plant Sciences 社より申請。2016 年 12

月に米国農務省より規制に該当しないと回答

を受けた。[16] 

<2017 年> 

Setaria viridis４

系統 

開花遅延 CRISPR/Cas9 Donald Danforth Plant Science Center より申

請。2017 年 4 月に米国農務省より規制に該当

しないと回答を受けた。[16] 

Camelina  

（アマナズナ属） 

 

- CRISPR/Cas9 Yield10 Bioscience 社より申請。2017 年 8 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。[16] 

アルファルファ 栄養改善 TALEN Calyxt 社より申請。2017 年 9 月 25 日に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ダイズ 耐乾性及び耐塩

性 

CRISPR/Cas9 USDA ARS より申請。2017 年 10 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

タバコ 低ニコチン メガヌクレアー

ゼを用いたゲノ

ム編集 

ノースカロライナ州立大学より申請。2017 年

12 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

<2018 年> 

トウモロコシ Northern Leaf 

Blight に対する

抵抗性向上 

CRISPR/Cas9 DuPont Pioneer 社より申請。2018 年 1 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

コムギ 栄養強化 TALEN Calyxt 社より申請。2018 年 3 月に米国農務省

より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

トマト 摘果時に果実と

茎がきれいに離

れる 

CRISPR/Cas9 フロリダ大学より申請。2018 年 3 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

トウモロコシ - CRISPR/Cas9 アイオワ州立大学より申請。2018 年 3 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

グンバイナズナ - CRISPR/Cas9 イリノイ州州立大学より申請。2018 年 8 月に

https://bio-sta.jp/


バイオステーション  

ゲノム編集の取扱いルール 

 https://bio-sta.jp/   

 

  

各国のゲノム編集生物等の承認・確認状況 (2022 年 10 月 18 日)  5 

 

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。[16] 

Camelina  

（アマナズナ属） 

- CRISPR/Cas9 Yield10 社より申請。2018 年 9 月に米国農務省

より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

<2019 年> 

レタス 褐変防止 ゲノム編集、具

体的な技術は不

明 

Intrexon Corporation より申請。2019 年 2 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。GreenVenus, LLC は、2020 年に本レタ

ス の 野 外 栽 培 と 商 業 販 売 を 開 始 し た 。 

[16,17,18] 

Coyote tobacco ネクタリン

（superoxide 

dismutase）タン

パク質の欠損 

CRISPR/Cas9 Max Planck Institute for Chemical Ecology よ

り申請。2019 年 2 月に米国農務省より規制に

該当しないと回答を受けた。[16] 

グンバイナズナ - CRISPR イリノイ州立大学より申請。2019 年 4 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

ダイズ 種子組成変化 CRISPR/Cas9 ミネソタ大学より申請。2019 年 6 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ダイズ 葉柄長変化 CRISPR/Cas9 ミネソタ大学より申請。2019 年 6 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

タバコ - CRISPR Altria Client Services LLC より申請。2019 年 7

月に米国農務省より規制に該当しないと回答

を受けた。[16] 

<2020 年> 

グンバイナズナ - CRISPR イリノイ州立大学より申請。2020 年 1 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

グンバイナズナ - CRISPR/Cas9 CoverCress 社より申請。2020 年 1 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。
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[16] 

オレンジ（Citrus 
sinensis） 

Citrus Canker 耐

性 

CRISPR/Cas9 Soilcea より申請。2020 年 1 月に米国農務省よ

り規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

トマト アシル化糖

（acylsugar）代

謝産物のレベル

の変化 

CRISPR/Cas9 ミシガン州立大学より申請。2020 年 1 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

ダイズ 

２系統 

ダイズシストセ

ンチュウ抵抗性 

- Evogene 社より申請。2020 年 3 月に米国農務

省より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

Camelina  

（アマナズナ属） 

- CRISPR/Cas9 Yield10 社より申請。2020 年 4 月に米国農務省

より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

ペチュニア 色の変更 CRISPR/Cas9 ToolGen 社より申請。2020 年 4 月に米国農務

省より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

グンバイナズナ - CRISPR/Cas9 CoverCress 社より申請。2020 年 5 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

アマ 除草剤耐性 CRISPR/Cas9 Cibus US LLC より申請。2020 年 5 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

イネ 除草剤耐性 RTDS（Rapid 

Trait 

Development 

System） 

Cibus US LLC より申請。2020 年 5 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ダイズ 高オレイン酸、低

リノレン酸 

TALEN Calyxt 社より申請。2020 年 5 月に米国農務省

より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

トマト 果実離脱の変化 CRISPR/Cas9 フロリダ大学より申請。2020 年 7 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

エンドウ 風味改善 CRISPR より申請。2020 年 7 月に米国農務省より規制

に該当しないと回答を受けた。[16] 

ダイズ 高オレイン酸 CRISPR/Cas9 ToolGen 社より申請。2020 年 7 月に米国農務

省より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

オオムギ 殻 の な い 穎 果 CRISPR/Cas9 オレゴン州立大学より申請。2020 年 8 月に米
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（穎果） （Nud 遺伝子不

活化） 

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

キダチタバコ 表皮の性質変化 CRISPR/Cas9 Weizmann Institute of Science より申請。2020

年 8 月に米国農務省より規制に該当しないと

回答を受けた。[16] 

ジャガイモ ポリフェノール

オキシダーゼの

低減 

CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

ジャガイモ 自家和合性を持

つ性質に変化 

CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

ジャガイモ グリコアルカロ

イドを低減 

CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

トウモロコシ - CRISPR-Cas Inari Agriculture より申請。2020 年 8 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

ジャガイモ 塊茎の結球率向

上 

CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

ジャガイモ 液胞のインベル

ターゼ低減 

CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

ダイズ - CRISPR-Cas Inari Agriculture より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

トマト - CRISPR-Cas Inari Agriculture より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

イチゴ 年に花が複数回

開 花 す る 性 質

（Remontancy） 

CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

アボカド ポリフェノール CRISPR/Cas9 J.R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年
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オキシダーゼの

活性抑制（褐変防

止） 

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

アボカド - - Green Venus LLC より申請。2020 年 8 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

カラシナ 葉における風味

改良 

- Pairwise より申請。2020 年 8 月に米国農務省

より規制に該当しないと回答を受けた。[16] 

ナタネ 油含有量の改変 CRISPR/Cas9 Yield10 Bioscience より申請。2020 年 8 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

トマト GABA 高蓄積 CRISPR/Cas9 サナテックシード株式会社より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

トマト 早生、超小型等の

都市農業に合っ

た形質への改変 

CRISPR/Cas9 Cold Spring Harbor Laboratory より申請。2020

年 8 月に米国農務省より規制に該当しないと

回答を受けた。[16] 

ジャガイモ ポリフェノール

オキシダーゼ及

びグリコアルカ

ロイド低減 

CRISPR/Cas9 J. R. Simplot Plant Sciences より申請。2020 年

8 月に米国農務省より規制に該当しないと回

答を受けた。[16] 

ナタネ 種 子 拡 散 （ pod 

shatter）の減少 

RTDS 

（Rapid Trait 

Development 

System） 

Cibus US LLC より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ナタネ オレイン酸増加 RTDS 

（Rapid Trait 

Development 

System） 

Cibus US LLC より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

スイッチグラス

（switchgrass） 

バイオ燃料や持

続可能な商品の

原料として利用

可能な系統の開

CRISPR-Cas ジョージア大学より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 
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発 

グンバイナズナ - CRISPR イリノイ州立大学より申請。2020 年 8 月に米

国農務省より規制に該当しないと回答を受け

た。[16] 

イネ 白葉枯病耐性 CRISPR-Cas ミズーリ大学より申請。2020 年 8 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

イネ 除草剤耐性 RTDS 

（Rapid Trait 

Development 

System） 

Cibus US LLC より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ナタネ 除草剤耐性 RTDS 

（Rapid Trait 

Development 

System） 

Cibus US LLC より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

グンバイナズナ - CRISPR/Cas9 CoverCress 社より申請。2020 年 8 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ナタネ 

8 系統 

真菌耐性 RTDS 

（Rapid Trait 

Development 

System） 

Cibus US LLC より申請。2020 年 8 月に米国

農務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ダイズ 種子組成の改変 CRISPR/Cas9 ミズーリ大学より申請。2020 年 9 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ダイズ 葉の大きさ、種子

重量の改変 

CRISPR/Cas9 ミズーリ大学より申請。2020 年 9 月に米国農

務省より規制に該当しないと回答を受けた。

[16] 

ナタネ 食味改変 CRISPR/Cas9 Corteva Agriscience より申請。2020 年 9 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。[16] 

トウモロコシ 収量増加 CRISPR/Cas9 Corteva Agriscience より申請。2020 年 9 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受
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けた。[16] 

ダイズ 油糧及びタンパ

ク質含量の増加 

CRISPR/Cas9 Corteva Agriscience より申請。2020 年 9 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。[16] 

トウモロコシ 収量増加 CRISPR/Cas9 Corteva Agriscience より申請。2020 年 9 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。[16] 

トウモロコシ 干ばつ耐性、収量

安定性 

CRISPR/Cas9 Corteva Agriscience より申請。2020 年 9 月に

米国農務省より規制に該当しないと回答を受

けた。[16] 

Epichloe 

coenophiala 

（真菌） 

麦角アルカロイ

ドが生産出来な

いように改変 

CRISPR/Cas9 - 

◎Am I Regulated? は 2020 年 6 月 17 日に中止され、2020 年 8 月 17 日から SECURE ルールの確認プ

ロセスに置き換えられた。また、米国では用途により、ＦＤＡもしくはＥＰＡに承認を得ることとなっ

ている。 

  

 

 

【中南米】 →目次に戻る 

アルゼンチン 

生物名 形質 利用された技術 概要 

Camelina  

（アマナズナ属） 

3 系統 

種子油増量 CRISPR Yield10 社が開発。2022 年 2 月 2 日、外来 DNA

が含まれていないことから規制対象外と判断さ

れた。屋外試験は実施済みである。[5] 

ウシ SLICK 形質 - 外来のベクターの DNA を含まないことが確認さ

れた。[6] 

ウシ 

４系統 

- ゲノム編集では

あるが、具体的な

技術は不明 

研究開発段階。[6] 

ウマ - - 生物の情報は規制当局に提出されたものの、具体
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的な技術、判断状況は不明。[6] 

ブタ - - 生物の情報は規制当局に提出されたものの、具体

的な技術、判断状況は不明。[6] 

トウモロコシ ワキシー CRISPR/Cas9 規制対象外と判断された。[4] 

ティラピア 筋肉増量 - 切り身の収量増加等を目的として、Aqua Bounty

社が開発。外来 DNA を含まないことから規制対

象外と判断されており、商品化準備が出来てい

る。[6,7] 

◎2021 年 4 月～2022 年５月までに、植物、動物、微生物を合わせて、９件の相談が行われた。2015 年

から現在まで、36 件の事前協議が実施されている（ゲノム編集を含めた NBTs の件数）。[1] 

 

ブラジル 

生物名 形質 利用された技術 概要 

Saccharomyces 

cerevisiae 

(微生物)4 系統 

バイオエタノ

ール生産 

3 系統は

CRISPR/Cas9 技

術で改変、１系

統は不明 

規制対象外と判断を受けた。[8,9] 

Klebisiela 

variicola（微 生

物）２系統 

- CRISPR/Cas9 規制対象外と判断を受けた。[8] 

Spodoptera 

frugiperda 

（昆虫） 

- dsRNA 規制対象外と判断を受けた。[1,8] 

Helicoverpa 

armigera（昆虫） 

- dsRNA 規制対象外と判断を受けた。[1,8] 

ティラピア 筋肉増量 - 切 り 身 の 収 量 増 加 等 を 目 的 と し て 、 Aqua 

Bounty 社が開発。外来 DNA を含まないこと

から規制対象外と判断されており、商品化準備

が出来ている。[6,7] 

サトウキビ - CRISPR/Cas9 規制対象外と判断。[1] 

◎2020 年は NBTs で作出した生物がＧＭＯに該当するかの相談が７件あった。[8] 2021 年は 13 件であ

った。[1] 
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コロンビア 

生物名 形質 利用された技術 概要 

トウモロコシ ワキシー - DUPONT DE COLOMBIA S.A.社が開発。

2020 年 2 月、規制対象外と判断を受けた。 [1] 

イネ 鉄の生物学的

利用能の増加 

- AGROSAVIA 社が開発。規制当局にて判断の

検討をしているところ。コロンビアでは、ゲノ

ム編集イネの輸入が認可されている。[1] 

イネ Xanthomonas 

Oryzae pv. 

Oryzae

（Xoo） 

細菌病耐性 

- CIAT-BIOVERSITY 社が開発。2020 年 8 月規

制対象外と判断を受けた。[1] 

カラシ 風味向上 - PAIRWISE 社が開発。2021 年 12 月、規制対

象外と判断を受けた。 [1] 

 

チリ 

生物名 形質 利用された技術 概要 

トウモロコシ ワキシー CRISPR/Cas9 Corteva 社が開発。規制対象外と判断を受け

た。[4] 

 

 

 

【アジア】 →目次に戻る 

日本 

生物名 形質 利用された技術 概要 

トマト GABA 高蓄積 CRISPR/Cas9 サナテックシード株式会社が開発。食用、栽培

用、飼料用として、2020 年 12 月に規制当局に

情報提供が行われた。 [10,11,12] 
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マダイ 可食部増量 CRISPR/Cas9 リージョナルフィッシュ株式会社が開発。食

用、陸上での飼育、飼料用として、2021 年 9 月

に規制当局に情報提供が行われた。[10,11,12] 

トラフグ 高成長 CRISPR/Cas9 リージョナルフィッシュ株式会社が開発。食

用、陸上での飼育、飼料用として、2021 年 10

月 に 規 制 当 局 に 情 報 提 供 が 行 わ れ た 。

[10,11,12] 

ジャガイモ ステロイドグ

リコアルカロ

イド低生産性 

プラチナ TALEN 国立研究開発法人理化学研究所より、研究目的

として、2021 年 4 月に規制当局に情報提供が

行われた。[13] 

イネ フロリゲン遺

伝子をゲノム

編集 

CRISPR/Cas9 国立大学法人東京大学より、研究目的として、

2021 年 6 月に規制当局に情報提供が行われ

た。[13] 

コムギ 穂発芽耐性 CRISPR/Cas9 国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究

機構より、研究目的として、2021 年 9 月に規

制当局に情報提供が行われた。[13] 

Euglena 

gracilis 

（微生物） 

GSL2 欠失 CRISPR/Cas9 株式会社ユーグレナより、屋外での利用を目的

として、2021 年 9 月に規制当局に情報提供が

行われた。[14] 

イネ イネ品種コシ

ヒカリの開花

期 決 定 遺 伝

子・概日時計

構成因子遺伝

子の改変 

CRISPR/Cas9 国立大学法人東京大学より、研究目的として、

2022 年 9 月に規制当局に情報提供が行われ

た。[13] 

 

 

 

【オセアニア】→目次に戻る 

現時点では、ゲノム編集生物等の承認や規制対象外との確認を行っている国・地域の情報はありません。 
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【アフリカ】 →目次に戻る 

ケニア 

生物名 形質 利用された技術 概要 

サツマイモ ゾウムシ耐性 RNAi International Livestock Research Institute 

(ILRI)より申請。2017 年５月、承認を受けた。 

[1,15] 

ヤムイモ 耐病性及びビ

タミン A 増強 

CRISPR/Cas9 International Livestock Research Institute 

(ILRI)より申請。2018 年 1 月、承認を受けた。 

[1,15] 

グラスピー 抗栄養素（β-

L-ODAP ） の

低減、早期開

花、種子サイ

ズ変更、品質

向上 

CRISPR/Cas9 International Livestock Research Institute 

(ILRI)より申請。2019 年 11 月、承認を受け

た。 [1,15] 

ソルガム 寄生雑草スト

ライガへの耐

性 

CRISPR/Cas9 Kenyatta 大学より申請。2020 年 10 月、承認

を受けた。 [1,15] 

バナナ 菌類：フザリ

ウ ム 萎 凋 病

（蔓割病）及

び葉斑点病、

細菌：バナナ

キサントモナ

ス萎凋病への

抵抗性 

CRISPR/Cas9 International Livestock Research Institute 

(ILRI)より申請。2021 年 4 月、承認を受けた。 

[1,15] 

キャッサバ ビタミン A 増

強 

CRISPR/Cas9 International Livestock Research Institute 

(ILRI)より申請。2021 年 8 月、承認を受けた。 

[1,15] 

ジャガイモ ジャガイモウ

イ ル ス Y 耐

CRISPR/Cas9 International Livestock Research Institute 

(ILRI)より申請。2022 年 1 月、承認を受けた。 
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性;elF4E 遺伝

子 

[1,15] 

キャッサバ キャッサバ褐

色条斑ウイル

ス抵抗性 

ウイルス誘導性ジ

ーンサイレンシン

グ 

[1] 

キャッサバ ウイルス耐性 RNAi [1] 

◎ケニアでは新しい植物育種技術を用いた申請は 10 件である。全て BSL（バイオセーフティレベル）Ⅱ

の実験室と温室の拡散防止施設での利用に限り承認されている。 
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